
院内感毅と対策 717

2 ) 眼 科 領 域 の 院 内 感 染 と 対 策

新潟大学医学部眼綱学教室 を主任 :岩間和雄教授)

坂 上 富 士 男

The Nosocomial Infection in Ophthalmological Field and its Management

Fujio SAKAUE

Depnrtn7(_,nl(,/()phtiJr7lm()log､V､Nillg(7Lt(7I,Tnit･7Pr.,1両′Sch()olof;UH~JIt(1.77(,

LI)t'rl,Clor:I'r()/.Ilr(7.=TH:)川':lT:い

thE.11rrlOl叩ICillfit,ld. AcutehemorrhagiLlぐ()両unctivitisduet()pnt′erovirusTOflr()quently

Au即ISt-Se畔､mber,1988inourllOSPit.al.

lnt･hPeこISeSWithI:leutehemorrhこIgieconjunctivitis.stlbr()njum-tivalhpnl()rrht-1gt､Was

ot)sel･＼でdinL16.2-1･･~oilallcases.＼＼･hereastIIPOC〔:uI･rくさTlLrehとlSbeen(ltゝ(TreこISedsill(,eヱIrL)und

1970,;lndttleOthPrSymPt()TllSh((1VPこllsobtゝenreducedasLIWhole.Theis()latiL-1lOf

entt,T･()VirustlaSbtl(､O11.lP＼でⅠ･_1･diRlicultin reeHlt.yeElrS,那1d the diagnosiI< 恒一州･um

neulrこllizir唱 nntit)Odytiterisusefulfordeterminationofi-}tioloL,Cr.V.

(_)ntheotht)rll三川d.aden(ll,iruL<こH ilndIldpnovirus8hこIVtゝbeenserologie.I:lilyi〔lenti-

fiedill()PidpmiぐkerlltL-し､Onjunctivitisprp＼･LlilinLrthisyl,ar,;川d the Hlingli岬 (汗 thpsp

i)loclくit.TheIL,-1tPntPPriod,(･lillicILllcoul･SPE川d virusisolat.ion peri()d are lM1ger in

叩idenlickcratoconjun(･tivitisI,haminllL.utehemorrh壬lgiL､L10njunetivitis.

F()l･PreVent′ingt′llPnOSOCOminlinfeLltion()fviraleonjunctivitis.itwouldbpimpoト

ー1-tntt(うPPrreetl.v steriliz(-handsLIIld fingers,instrunlelltSand tools壬IS ＼Vellas to

perform I)rOPer LTuidこ川(.(1for the prevention o士､inr(-(･tion IlmanLT the p.･-1tients,to

dis〔ThllrgPtenlPOrヱIrilythtパIlfeぐtPdin-pとItientsandtorest-riettlletldmissionorthenew

pi.ltients.

lt(-)･＼ヽ,OllL1S:most)=)IllialHlrt､Cti()n.＼rir王11し､oIljunet亘itis,王Ieut(､hem(-rI･Illlgi(,(:l両 unctivilis.

t,pi(lt_111liL,kprIltO(/,Onjunぐt.ivit･is.

院内感毅9ウ4)沙ス性結膜凝,急性組浅慮性結膜衆ザ流行性角結膜漁.

li叩rintrt.LlueStSt､():FujioSAlく̂ Ut1.

I)(,p;lrtr一一…tOfL)PhthalHl()1()FYI

Niig{'lt':1L盲Ip-iversityschoolOt､Me(iieit-ぐ･

Ni厄atこl(lily,951.tJAI-'AN･

別剛l証に先: 〒951新i畑行跡lけ通 1i酎町

新潟東学医学部眼科学教妾 坂上富士男



718 新京紺'(I?I:会雑誌 第 103巻 第 9-号 ､I-'L.lit:'L隼 9,F]

眼科磯城をこおける院内感汝をこ登要な位置を長めるもの

としてきウイルス性結膜衆があげられるe結膜炎症状を

lJrL･LTl~1型 ･し日､トー汀 7(日 に土JL急性侶lt目性結膜炎

けL､卜八f-ie~1卜_･'+∴′ミ1,目し～く廿日､̀Alll∴⊥.千;)流

も生じ易く問題となる.そこで当科病棟内で昭和61年3

_.F汗二~_も托した八日('上 昭和うこ軒 ト‖1.い)河L行上F:.ll:lく(1

を率心をこき感染対策を含めて述べる.

1. AIltT

か疑い.畑 L帖-i'-;LI;IiJl'J検l畑一㌧土Jll･:＼lTO丹酎紅小証.町さ

畑トハて.∴し.･トリ∴やし里桁行江村l.臨困Z日.仁一tL･リ ,.iLIT

撃的換養成練などの結果を繊暫する.

表 lCr~_部犀別根差粍′巨l騨汗 示上 図 l;:｣i雄 数_し二

新患の推移を示した,3月4円眼科病棟をこ後病室から慈母

二J't';しト.1す十卜･).訂モミi･'.L刊ユ臣い登牛トト_.翌日くr烏 さ

らに2名が)新患が発生し 以後第6病は濠で連日3･から

5名の新患が発生しタ最高ユ2名をこ適 した.第7繍mより

などa)処置によかj患者数は減少した.第1確癖臣預かだ)は新

患発盤は見られなくなり声3月20円には患者数は3名と

なった.

j･plトl(､発･11ト症例廿里1(3名.~女10'Y.訂26名てあ.Fl.蓑 コ

をこ示 したような疾患厳議･で占めもれており,片眼性発症

が (札 L'?･O.:tli∴術夜酎 昌 -こ(札 il('oて二言㍉･-∴∴ fこ木祖H

殿発症藩6名犯萱夷訳は声緑内障術後が凍風 網膜剥離の

術総か .1名､1)八･1硝 [･f射111仙恒子端摘-目 名.こ藩 ･､十.

患者の畠他覚症状をまとめると素 話殿ようであった,

良寛的には,眼脂,流涙,異物感の訴えが多く,他覚的

闘 怠,結綴充血,限娩願張,結膜浮腫,結綴液胞が霜凝
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表2AflLT発症症例

病 名 壷症数極 限 両 眼 術 前 術 後 手術し-1

緑内障 8 6 2 0 7 1
凋膜剥離 7 5 2 2 5 い
口内障 6 5 i 1 5 い
いM.硝十体出血 2 1 i 2 0 0
昔孔性外板 i 及 0 O i O
中心動脈閃 1 0 A 0 0 1
帰日病 1 0 見 0 ∩ i

訂 26 息鋸69.2%) れ30.8㌦十 5し19.2十十1紅69.2十十 3けt.5:∴十

寮3臨 床 症 状

臣覚症状 皇例数(浴) 他覚所見 毒撒 (形)
眼 脂.器用扮岱)根 株 岬 脹 20し76.91
流 涙 1射53.8)結 膜 充 血 26㌧lOO十
根 痛 2(?廿7)結 膜 下 出 血 1針16.か
果 物 .感 12(絶望)吉 腫 20し76.か
掻 け 埴 2(7_㍗ 燕 胞 20←76ー9十

十吐性角膜美 5;19,2十
虹 彩 盈 0
耳前リンパ腺腫脹 祝慧綴d9)

畑~~i.LJjlf､畑f∴ 結膜卜出1机上l('.コOL了1い'､∴巨 二

認めているのをこ比べると,低率となっている1).上魔性

角膜炎や,尊前ljソバ腺の腫脹予圧剰孟約28%をこみられ

たや年齢別主賓他覚所鼠を蔑魂をこ示した,結膜下出血

719

ぼ若年者で高頻度の簡閲が有り亨出血の程度も若年者の

]j早さ鉦?]11､十∴-1こす:;▲L.＼1--1し'弼:≡,担､撞∴捌l･巨)地軽性耽坤,

顔面神経麻婦などの神経合併症を発生した例がインドヲ

台湾などで報告され,我が国でも数例報告されているが,

発症患者で入院中およびその後に神経症状を望した症例
はなかった書■
24鋸こウイルス分離が行われたが賢食倒陰性であった.

EV70の分離培養はタ当初は発病初期において比較的

容易であったが,最近は極めて困難となっている2).且望

名で施行された血清中和抗体価検査の威鱗を寮露に示

し>∴ I(‖'TL･11い煉l紬fiTL清･て･l･;＼,'TOl再l甘吊棉虹1-1-(う･l

倍上昇が認められきうち8例が急性期血清の4倍以上妄-こ

上昇しており予EV70感親が血清学約をこ確定された.

-∵方夕AdS,Ad19の中和抗体健には,急性期と回復
期で変化がなかった.

なおその後61年u馴こ医師およびナ川見のウイルス中

和抗体緩着状況を見るた軌 当院眼科ナ-ス16名と眼科

L.瑚帖路Lt､IlIVTO.;＼LIS∴＼し119中和抗休価吊肝心

東嶺年齢別主要他覚所見

年 齢 症 結 膜 下 出 血 i 上皮性角膜炎 堅葦針 ノンパ節圧痛
例敬 (-) 篭 を折 目 -日 (♯) (-) い せう

0--9 0 O O O O O O
1(一一一19 i 0 - 1 0 1 0
20--20 2 0 :2 2 0 2 0
30--39 '速 2 2 3 1 3 1
40一一49 3 1 2 2 1 2 1
50--50 4 2 2 3 1 3 -

.G0--69 8 6 2 6 2 7 1
70--79 4 3 1 1 0 3 .1
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表 5 .L7ィ,L-/-(字的検1寸帥蟻iiL

蓑 6 tLJ(JL-1JI)f‖I吊も(.tlJA状態

廓 が 8倍以上あった瑚豊ナ-鋤 目名であ軒き,8倍虹ヒ

陽 性 率 ;i∴i∴iOoて守卜､上. -jj.八d8･でしたこう名 11(工

雛 が抗体櫛8倍放生を示Lてお畑 Ad漫9 では全員

が 禎倍未満の抗体価であった.
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EKG患者発症の推移を園 盟をこ示 Lた.63年8月3

日日出日柄て入院.i-てい.!∴潰､打∴J･Ift(､甘酢 lLfI-L上上

めきそ殿田のうちにそ殿患者 を 退 院 させず他の患者 に-3

いても注意していた が , ユOR 後 をこ 且名新鹿 が発生 した,

可能な限り発症愚老 の 早 期 退 院 と 新入院o二橘順 を行 った

が,その後 転 1ない L :尊名 の 新 患 発生が続いた. Lか し

経過 中 ウ 畑 レ見学 的 検 査 を 柑 -)た威厳 を養 7 をこ示 し

抗体価.JI"(､八(】二r;感 i紅 l二Pj･T: 上~,Ji!∴ 仁小 巨 子Fm1両 さ

後 をこ発症 した愚老で は き A d は ZJ蒙離 鋤 JしているもmO),

中和抗体髄 か 琵DAd S 感 染 と 考 え だ〕れサ最初 に発症 し

た患者 とは労胆)経路 で 感 染 L た も の と推遷 され た中その

が混在 Lていることが あ り , 院 量凝 感染釣感染経路e)遺跡

環.3遮断 を難 しくす る要 因 と な る .
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図 2 ElくC,･lLtを者 発症 しり推 移
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蓑 7 T十仁JL:7/l;I:rT/J検 仲裁絹

症 例 年令 .性 病 名 中 軸 抗 体 価 ウイノレス分離

発症‖ 急性期 目 頭後期

M.S▲ 31ド 63.8.3 悼 吊 病 Ad 8 十 1 十 4
A(119 ㌧⊥ 4Ad37 工 4 864 Ad (♯)

ftV70 十 4 ∴ 4

I .T. 61.ド 63.8.17 硝十体出血 Ad 8 十 1. 16 A速 (サ)
Ad19 十 4 工 4Ad37 ＼∵4 4

寮 軽 鷹HC と EKC の臨床所見の鑑別

鑑 別 点

潜 伏 期

発 病 状 態 (眼病)

球結膜 卜出血

険結膜所見

液 胞 形 成

偽 膜 汗∴成

眼 検 腫 脹

多発性角膜 び らん

角膜 卜皮 卜混濁

茸前腺渡脹

経 過

発 病 軍 令

眼 脂

A fl L'

約 1 【~】

急激な異物感

大多数をこある

浮腰状予嚢形成

軽 し､

稀

よ り強 い

頼朝に普明

少ない (薄く軽い)

軒 い

も八､tl週問十､日

成人をこ多 くか児は軽い

粘液腺性 -豊液性

AHC と EKC の臨床所見の相違 を参考 と して寮 S

に′jH -I/_'い.感染 即IjL,'滴 J-か ∴い くと.Etく(丁 に お し､て

潜伏期の長 さと,経過 殿最 澄が問題 と な る . EK C の 場

合チ症状の出現 しない うちに 他 へ 感 激 し て L ま う 簡才能 性

があ りき また ウイル ス の 分 離 をこつ い て も EV 70 は ほ ぼ

且週間で分線 き れ な く な る の に 比 べ , A d は 発 症 後 2 週

に わ た り 排 出 さ れ る と 考 え ら れ る 隼

3. 感 染 予 防 対 策

院 内 感 染 b'~.JJELL11リ j法 と し て 甘 .ヘトi(T も ITJlくC も 据 -と7

同 様 ･-i-:･か ). 丁(卜 川 )OL,･･1二子 ･･卜 (,JL:I-‥ i, 三ト ト香 華 札

次 亜 塩 素 酸 ソ --ダ , 紫 外 線 照 射 な ど の 有 効 利 用 が 大 切 で

あ る が † A d の 感 染 価 は 乾 燥 状 態 に お い て も , EV よ り

長 期 間 維 持 さ れ る と い う 報 告 も あ り , A H C よ り も よ り

FJ I( しこ

5F.1-.2週刷

上＼日月さい∴;二･:.し､

少ない (拷)

混濁,肥厚

著 明

多 い

鮎 い

軽 い

多 い

普 明

良し､し2週間位＼一

食年令麿かこある

線維素性 -栄液性

721

(東京女 子 医 大 金 子 )

厳 密 な 革 具 や 点 眼 液 の 消 毒 が 必 要 と な る ･

一 ■ - ● 一

防 指 導 の 徹 底 , 発 症 愚 老 の -----時 退 院 や 新 入 院 の 制 限 な ど

が 感 歎 防 止 の た め に 蚤 要 と 考 え ら れ る B
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はウイルスよりも纏薗性のものが多かったんですが,現

ロウイルスをこよる私ので して,院内感染とLて今お話に

ありました,病棟の中でÅ院患者が樫鮭 Lたということ

また後で色々お話頂 きたいと思います.それでは先をこ進
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